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東京港のはじまり
湊の成り立ちと江戸城築城

古代・中世

待乳山に建つ、待乳山聖
しょう

天
で ん

江戸時代にも待乳山したは船着場として賑わった。待乳山の名は真土山に由

来し、沖積土ではなく、もともと赤
あか

土
つち

の台地だったことを意味する。待乳山

は、日本堤の築城にあたり元和6年（1620）に削られたため、現在では待乳
山聖天の区域しか台地が残っていない。浅草駅から徒歩10分。
2005年1月撮影
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東京港の発祥
古代から中世にかけて江戸湾に注ぐ河口に生まれた三つの湊。

朝日新聞社『日本の歴史 72』、1989より作成。

太田道灌公追慕の碑
1936年7月26日、東京市によって建立
される。江戸城の石材に碑文が刻まれて

いる。千代田区一ツ橋、皇居平川門の平

川橋側。

2005年1月撮影

浜湊 東京港の歴史は、浅草にあった石
いし

浜
はま

湊から

始まります。現在の浅草は隅田川を遡り、東京港

とも距離がありますが、古代には浅草辺りが隅田川の河

口だったのです。

浅
せん

草
そう

寺
じ

の起源は、推
すい

古
こ

36年（628）、隅田川沿岸の漁師

が海から観音像をすくいあげて祀
まつ

ったことにあり、この伝

説からも、浅草が海に近かったことが分かります。また、

浅草の待
まつ

乳
ち

山
やま

は、隅田川に望む小丘で、操船するときの

浅草洲の目標とされていました。

石浜湊の位置は、現在の隅田川右岸の台東区橋
はし

場
ば

町付

近になります。鎌倉時代には、この石浜湊が港湾として

発展していました。

また、鎌倉時代、六
むつ

浦
うら

津（現在の横浜市金
かな

沢
ざわ

区）は鎌倉

への要港で、中国船の入港をみるほど賑わっていました。

その六浦津と隅田川との航路が鎌倉時代末期に開けてい

たことを示す古文書が残されています。

品川湊 一方、品川湊は目黒川河口にできた湊です。そ

の河口には入江がなく遠浅だったため、大きな船は沖に停

泊し、小舟を使って荷役をしていました。品川湊は海上

交通の要衝となり、商業地として栄え、中世には伊
い

勢
せ

―

品川間の海上交通が確保されて、伊勢商人が活躍してい

ました。

太田道灌の築城と江戸湊 12世紀に秩
ちち

父
ぶ

の武家であった

秩父重
しげ

継
つぐ

が、日比谷の入江に臨む台地に江戸館
やかた

として大

きな屋敷を構え、江戸氏を名乗りました。

日比谷入江は現在の皇居近くまで深く入り込んでいて、

入江に注ぐ平川（現在の日本橋川）河口には江戸湊ができ

ました。しかし、江戸氏は14世紀後半から次第に衰えて

いきました。

室町時代（15世紀）には、関東管
かん

領
れい

家に扇谷
おうぎがやつ

上
うえ

杉
すぎ

家が

任命され、その扇谷上杉家の家
か

宰
さい

（家老）の太
おお

田
た

道
どう

灌
かん

が康
こう

正
しょう

２年（1456）から長
ちょう

禄
ろく

元年（1457）にかけて江戸館跡

に江戸城を築城しました。

道灌が江戸城を築城したころ、江戸湊（現在の常
と

磐
きわ

橋付

近）は賑わい、米や魚、薬といった日常生活に必要な商品

の交易が行われていました。江戸築城と江戸城下の賑わ

いに伴って、南の品川と東の浅草もそれぞれに繁栄してい

きました。

その後、文
ぶん

明
めい

18年（1486）、主君の上杉定
さだ

正
まさ

によって道

灌が殺害され、江戸城は北条氏の支配下となりましたが、

戦国の争乱の中で、江戸城下は荒れ果てていきました。こ

うして、江戸の繁栄は徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の入府まで待つこととな

ります。

石

東京港の変遷
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東京港は、江戸時代から沖合に向かって拡大し続けてきました。
特に、高度成長期には大規模な埋立が実施され、港は拡張し、大きく変貌を遂げました。

東京港拡張の変遷
足立区立郷土博物館『隅田川流域の古代・中世世界』、2001，
内藤昌『江戸と江戸城』、鹿島出版会、1992，東京港開港
50周年記念事業実行委員会『東京港きのう・今日・あした』、
1991，東京都港湾局『東京港史 第2巻 資料』、1994，東
京都港湾局港湾経営部振興課（監）『東京港ハンドブック』、

（社）東京都港湾振興協会、2005.10，大日本帝国陸地測量
部、1:20000 地形図東京近傍「洲崎」「東京南部」「大森」

「川崎」、明治42年測量，航空写真（昭和35年、昭和41年、
昭和45年、昭和55年、平成2年、平成5年、平成16年）よ
り作成。

中世
中世のころ、現在の中央区・江東区の大半
は海で、日比谷周辺も日比谷入江と呼ばれ
る海だった。日比谷という地名は、海

の

苔
り

を
養
よう

殖
しょく

させるときに使う木の枝の「ヒビ」
に由来している。

中世～江戸初期
徳川家康は、江戸に入るとすぐに日比谷入
江を埋め立てた。その後も、神田山を切り
崩し、日本橋浜町から新橋までの埋立を行
った。江東方面の埋立は、慶

けい

長
ちょう

元年
（1596）から始まった。

江戸初期～江戸末期
寛
かん

永
えい

年間（1624～1644）以降、隅田川
河口の小島が徐々に埋め立てられ、越

えっ

中
ちゅう

島
じま

地域が形成された。火災の瓦
が

礫
れき

を処分す
るため、現在の江東区東

とう

陽
よう

あたりの海面を
埋め立てて、新たに土地が開発された。幕
末には品川台場が建設された。

江戸末期～明治末期
東京港の水深を確保するため、浚

しゅん

渫
せつ

工事
が行われた。この工事で発生した土砂によ
って、佃

つくだ

島
じま

、月島、勝どきが埋め立てら
れた。

明治末期～戦後
隅田川河口の航路浚渫による土砂で、月島、
芝海岸通り、芝浦一帯の埋立が行われた。
明治33年（1900）4月から、ごみの処理
を東京市が統一して行うことになり、江東
区塩浜、枝川が埋立地となった。大正12
年（1923）の関東大震災の瓦礫処理で江
東区豊

とよ

洲
す

などが埋め立てられた。京浜運河
の開削に伴う羽田空港地先の埋立は昭和
14年（1939）に始まったが、第二次世
界大戦で中断した。
戦後、GHQが東京港の埠

ふ

頭
とう

全域および臨
港地域の大部分を接収したため、埋立事業
も中断された。

高度経済成長期
東京港修築工事によって、豊洲埠頭と品川
埠頭が造成され、晴海埠頭が拡張された。
東京都の人口、産業などの集中化に伴う住
宅、環境、廃棄物処理に対処するため、江
東区辰

たつ

巳
み

、東
しの

雲
のめ

、有
あり

明
あけ

、台
だい

場
ば

の埋立が行わ
れた。さらに、東京港の物流機能を拡張さ
せるため、大井コンテナ埠頭・青

あお

海
み

コンテ
ナ埠頭が造成された。ごみ処分場として、
江東区潮見、夢の島が造成された。

高度成長期後～昭和末期
昭和46年（1971）以降は、江東区若洲、
中央防波堤内側、羽田沖、中央防波堤外側
がごみ処理場として埋め立てられた。都市
部から発生する土砂類や東京港の浚渫工事
から発生する土砂を埋立地の埋立材や盛土
材として活用した。

平成元年（1989）～現在
羽田沖埋立地の西側が埋め立てられ、国際
空港として利用される。さらに中央防波堤
外側廃棄物処理場の東側が埋め立てられ
た。新海面処分場が最後のごみ処理場とな
っている。


